
アサンテ連合形成過程の研究

一一一アカン語族系氏族における外婚制に関する一考察一一

序

I 17～18世紀ころのゴールド・コースト社会
1. 部族の群雄割拠

2. 奴隷貿易

II アシャンティ族の台頭

m アサγテ連合の形成と婚姻制度

序

ゴールド・コーストの歴史をひもとけば， 18世

紀の初頭から 19世紀末にいたるおよそ2世紀にわ

たって，アシャンティ族（Ashanti）がきわめて強

大な部族連合体を形成したことを知る。

それは， R S. Rattrayなどからは「アサンテ

帝国」（AsanteEmpire）と呼ばれ，さらにまた A

K. Busiaなどによっては「アサンテ連合J(A団 nte

Union）とも呼ばれ， 18世紀初頭にいたるまでゴー

ルド・コースト各地に割拠していた多数の部族の

ほとんどすべてを併合・統一することによって形

成されたものである。そして，その最盛期には，

現在のガーナ共和国を中心として，東はトーゴ領，

西はコートジボアー／レ領の一部の地域にまでおよ

ぶ広大な領域をその支配下におさめていたのであ

る。

それでは， いったいどのような方法によって，

そのような部族連合が形成されたのであろうか。

小稿において， わたくしは，アシャンティ部族

連合が形成された当時の， ゴールド・コースト社

会の歴史的状況を明らかにすることによって， 上
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細 い真 也み見

記の疑問に対するひとつの解答をひきだそうと試

みたのである。

第 1図部族の群雄割拠とアサンテ連合

（出所〉 J. B. Webster, A. A. Boahen and H. 0. 

Idowu, The Revolutio刀aryYears West Africa 

since 1800 (London, 1967), p. 123. 

I 17～18世紀ころのゴールド・コー

スト社会

1. 部族の群雄割拠

ガーナ史の研究家である W.E. F. Ward （住い

によれば， 17世紀から18世紀にかけて，ゴールド・

コースト南部の熱帯雨林地域には， きわめて多数

の部族が割拠し，たがし、にその勢力を拡大しよう



として対立・抗争をくり返しており，著しく流動

的な社会状態であったといわれている。

ガ族（（；a）：この時代の歴史に最初に登場してく

る主要部族のひとつはガ族と呼ばれる人びとであ

る。かれらは， 16世紀初頭にはゴールド・コース

トの東南部から西進してアクラ平原に移住してき

たのであるが， その後奴隷貿易などの交易と，他

部族からの侵攻に有利な立地条件を備えた地域を

求めてギニア湾沿岸地域に移動し，およそ 1610年

ころにはアクラ周辺に定着した。

ところが， 当時，アクラ平原を見おろすニャナ

オ（Nyanao）丘陵一帯には，すでにアクワム族

(Akwamu）が居住しており，かれらは南下してそ

の勢力圏をギニア湾沿岸地方にまで拡大しようと

ねらっていたのである。

このような状況の中にあって， 17世紀初頭から

両部族のあし、だには鋭い対立が生まれ，その後

1660年ころまでのあいだにはしばしば武力衝突が

起こったのである。そして，両部族は 1660年にい

fこって， アクラ北方およそ 20キロの地点にあるヱ

ヤン卜ラピ（Nyantral〕i）地医におし、て決戦を交え，

その結果，アクワム族はガ族の主力部隊を撃破し

た。

そこで，ガ族はこの地域から敗走し， 1680年こ

ろまでには， アクラ平原から東方にあたるギヱア

湾沿岸地域にいたる版図をアクワム族にあけ渡し

て，現在のダホメ共和国の沿岸都市であるリトル・

ポポ（LittlePopo）地方に移動していったのであ

る。

アクワム族： 17世紀末ころにガ族を追放してア

クラ平原一帯の支配を達成したのち， アクワム族

は，ギニア湾沿岸各地の城塞（forts）に居住してし、

たオランダ，ポルトガル，デンマーク， あるU、は

イギリスなどの商人たちとのあいだに商取引のみ

ちをひらき，他部族との戦争で入手した捕虜をヨ

ーロッパ商人に売り渡した。

このようにして，アクワム族は， 17世紀の後半

にはアクラ北方のアクワピン（Akwapim）丘陵から

アクラ平原にいたる広大な地域をその支配下にお

さめるとともに， ヨーロッパ商人との交易も独占

するようになっていた。

しかし，かれらは， それだけでは満足せず，か

れらの支配していた地域の東部に隣接する砂金の

豊富なビリム渓谷（BirrimValley）を支配するアキ

ム（Akim）諸族とのあいだに， その渓谷の領有を

めぐって激しい抗争状態にはいったのである。

アキム諸族： このアキム諸族と呼ばれるものは

アキム・アブアクワ（AkimAbuakwa), アキム・

コトク（AkimKotoku），およびアキム・ボソメ

(Akim Bosome）の 3部族から構成されており，か

れらはいずれも大アダンシ王国（TheGreat Adansi 

State）に従属する部族にすぎなかった。ところが，

かれらと同様アダンシの支配下に置かれてヤたデ

ンキーラ族（Denkyera）が独立を求めて戦争を起こ

し，アダンシ王国が混乱の渦中にあるとき， アキ

ム諸族はビリム渓谷方面へ移住してきたのであ

り，それはおよそ 1700年ころのことであったとさ

itている。

そして，アクワム族の伝説によれば， 当時はい

まだアクワム族の支配下に置かれていたピリム渓

谷へ移住してきたアキム諸族（その大部分はアキム・

アプアクワ族であった〕は，アクワム族の大首長に

よりアダンシ王国からの亡命者として土地の配分

を受けるなどして， この地域に定着することが許

されたのである。

このように， アキム諸族は，はじめのあいだア

クワム族からは亡命者として同情的に迎えられ，

両部族のあいだには友好関係が保たれてはいたの
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であるが、そし，，1をアクワム族の大芭Kが奴語貿易

＇二i渠くか泊、わるようになって， アクワムb矢山一一ト持

がアキム諸族などの商人たちを待ち伏せして捕

え， それらの者を奴漆としてヨーロソ／ミ商人に，芯

り渡したり？ さ「》にまた，アケワム族の大首長が

自分の義父であったアキム・コトク肢の百長に対

して，当然支Jムわなければなふなか J ' た婚資（I可 irle-

price）の支払L、を拒否したりしたため、両部族の

友好関係は崩れたとし、われてし、る。

この上うな状況に直面して，アキム諸族；士当時，

かれらとおなじようにアケけム族の脅威におびや

かさJtていたアゴ十（Agona），ォーブヴ（（）hutu), ゴ

モアパ；omoa）司およびフ rンテ fドant七）などの諸

部族とともに統件尚早iを結成してアグ了7ム旅に・tt

f正しfこ。

このアキム諸族を tj，心とする統 4 戦線とアケワ

ム族とのi践し、は‘ 17:rl年から1735年にかけて続け

られたカ入 その戦乱状況の中におL、て，そわまで

はアク，7ム族の支配下にあ，－，たアザマンケセ（A鳩

町anl印刷地「正（I）訂長が反乱するなどアク Tアム肢に

とっては不調｜！の事態が発牛Aし， け》き上く， Fキ

ム諸族l土アクヴム族との戦闘に！勝手ljをおさめるこ

とができたのである。

アグンシ族 この部族i士電 '.Zf-¥; fcl古長二てウラデ・

パサ（EwuradeBasa lの治下にあ＇）た 170り～：15年の

時期にその最盛期を迎え，モインシ丘（.＼Toin百ihills) 

からオダ川（Odariver）の西洋にいたる地域を支配

していた。そして，かれらは当時， オダ）I Iとオフ

イン｝II(()fin river、l とにはさまれた渓谷地域に定

右してレたヂンキーラ族をその支配下におさめ，

毎年， 多額の瓦納を受け取・・）てャた3 ところが，

Yゲン、／王国の大首長ノ＇ -j／－の息子が， たまたま；長

納金を受け取るためにヂンキーラ族の j首長のもと

へ派遣された時司 かれはデンキーラ族の ＇I;;:.性と
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密通し、 それが原因とな／〉て両部族のあし、だに戦

いが；土じまったとレわhている。

そして， g長オブオコロパ（りbuokoropa）に率い

られたデンキーラ族の軍隊は， オダ）！！とオフィレ

JI l土の合流点付近においてアダンシ族の部隊と戦

火を交え，これに！勝手ljをおさめたのである。

その後デンキーラ族は， アダンシ干j誌の首都で

あった 7グンシマンゾ（Adansiman崎）まで進撃し，

これを破壊したため， アダンシ族はアキム地方へ

逃亡し J パ、にはプラ｝II(Pra r附 r）の沿岸地域に

まで押し込められたのであるc

2. 奴主主契易

これまでのややながきにわたる歴史叙述から，

17～18世紀ころのゴールド・コースト各地におし、

てはきわめて多数の部族が、 たがし、に鋭く対＂／ J:• 

抗争してL、たことが明らかとな dpた。

しかし、 そのような部族問の対立・抗争がどの

ような派閥によって起こったのかは， 必ずしも明

白ではなし、υ 苛時， 宇でに隆盛期を迎えつつあっ

た奴器貿易に従事してレたヨーロッパ商人からの

アアリ訂人奴隷に対する強い需要があったから，

奴諜狩りを目的とするアフリ力人祁互の対立・抗

争が起こぺたのか，あるいは，本来的にアフリカ

人のあいだでは対立・抗争が行なわれ， その過程

で生まれた戦争捕虜が，奴隷に対するヨーロ、ソノ；

商人からの需要にたまたま合致するようになった

のかは速断することはできなし、

ただひとつ，考えられることは，先に述べたよ

弓に 17～18世紀二ろの当該社会におし、ては事実と

して，部族問の対立・抗争がくり返されてし、たの

であり， カミれらアフリカ人たんがなんらかのかた

九で奴隷貿易とのかかわりを持ちはじめることに

よって， その対立・抗争がよりい ＇） そう激化し，

深刻の度を加えてい＇）たであろうとし、うととであ
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る。

それでは，いったいどのようにして， アフリカ

下士会怯奴隷貿易の深みにはまり込んでいったので

あろうか。

この点につレて，日 Davidsonは．奴譲貿易の

発展過程を， 海賊行為による奴隷売貿，好戦的な

同盟仁よるもの、 そして多少とも平和的な協力関

係によるものというようにさ三段階に分けて脅察し

.~しで，12,、ν、づJ 。
すなわち，第1の段階でアフリカ社会が当面し

たのは， ヨーロッパ人の小部隊による襲撃だけで

もり，その襲宅保有が海〔大西洋〉から来て海に帰っ

てし、くことを別とすれば， 占くからみられたアフ

））力削也における部族問の戦争と大きな相違はな

かったのである。しかし， この方法ではヨーロツ

ミ人自身が直銭アフ I}・/J人fニムと戦闘を交えなが

ら，しだいに奥地へ転進しなければならず， 当然

のことながら元通れら乃犠牲は増加する。

そこで，ヨーロッパ人たちは， かれら自身が直

後戦闘L加わることなく， アつりカ人む又隷を捕獲

寸るための方itを考え、 それはア 7 1）力人首長と

の同盟関係によって確立した。

すなわち， ヨーロ F，ξ人じアフリカ人首長が希

望していた馬，火器，あるいはアルコール飲料な

三を提供することによって r1iJ mを結ぶことかでき
たのである。 この結果，ヨーロッパ人は海賊的な

戦争行為によらなヤで奴隷を入手することができ

るようになったが， 同時に，かれらは首長対首長

の血なまぐさν戦争に巻き込まれるようにもなっ

たのである。

ふたたひ＆テ、グィド、y↓／の瓦菜を借りるなら，先

iこ述べたような荒つはくて民[JI坐に成立する同盟体

制は，アフリカのいたるところで結ばれ，特にポ

レトガ Yし人比二の同盟を好んでいた。三のよろな，

いわば好戦的な同盟は， ヨーロッペ各国の商人が

奴隷劉易での独占を確保するためには必要な手段

のひとつであり，その意味において，奴隷貿易を

最初に行なったポルトガfレ人が， この種の同盟を

好んで結んだととは容易に理解される｛注3）。

しかし， このように好戦的な同盟による奴隷狩

りも，首長対首長の戦争にヨーロ吋パ人が巻き込

まれるという意味において， ヨーロッパ人自身に

とっても少なからぬ犠牲を覚橿しなければならな

いものであった。

そよ二で，かれらは， デグィドソンのいうところ

の次の段階， つまり平和的な取引きによる奴隷売

買へとすすんだのである。 この段階にはいり，ヨ

ーロ F ぺ人は、 それまでのように特定部族の首長

に武器・弾薬などを提供し，代わりに奴隷金受け

取る左いう方法かれ， アフリカ人首長たちが要求

する商品との交換で奴隷を買い取るという方法を

とるようにな，＇た（／！ 4）。

このように， アフリカにおける奴隷貿易の方法

は変化した。しかし， その変化は，いかにしてヨ

ーロりパ人の樹生を減らしてより多数のアフリカ

人奴隷を買u、取るかという観点からのものであっ

て，奴隷を供給するアフリ力社会における部族問

の対立・抗争とU、う事態、にはなんの変化も起とら

なかったのである。

むしろ，平和的な奴隷売貿がヨーロッパ諸国の

商人による過当競争をもたらし佐川アフリカ人

首長の要求する銃砲・弾薬などをすすんで提供す

るようになった結果， アフリカにおける部族問の

戦争はよりいっそう激化した。奴隷貿易が隆盛を

つづけていた 18世紀中ころから19世紀初頭のギニ

ア湾沿岸地域において， アフリカ人首長たちが，

いかに多数の近代的な武器・弾薬を要求していた

かとし‘うことは， 当時の奴隷売買が“銃一挺，奴
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持1｝ぐという交換形態に工って行なわれていfこ

というデヴ fドソンの指摘ノ注6）によっても明らか

である。

〔注 1) ¥V. E. I「. ¥Varel, A [ listσry of' Ghana 

(London, 1958), pp. 104～Vl6. 

〔JT 2) フル・アゲイ I/ > ;¥, .,i i 11敏，：：了ヲ y

Pザ Ci C円？諭打、 ii/{れlc¥8ニド）， 88、

(:t 3) ＇.：・戸 Y J ～リ 芹、 11,,111,tiJ、、 1片、

J 。

］•／ ュレ りサーノV~, ijTf内（t命記（ t.＇日ノア Y 引」（1'1'

論付， il(if1139t「）， 176～177ペーゴ。

（主4) ；・γyィ ノノ；ヰ， i付山敏沢， (j（）～91

吟IIて干， 7 ノ ！ウ人n長プ 九カeMも怪｛どィホ守iI O / 1パf
マスケノ li'J¥' (musket）などのが守~；・rふ J 。

Cit: 5) 戸プイドゾノ衿， 111i Ii敏沢， 231、 / 0 

(,t6) ;f;'fィJゾンW,111111滋，；1戸、 227・:-

II アシャンティ静：ゾ＞f10([

今日、ガーナにおいてアシ γシティが二 または

二fー／しド・コーストにおける定着の歴史に関して‘

罷史学者などのあいだにお十ても微妙な見解の相

違があるのは事実である。

し志、L，数多くのガーナ史研究家が，ほぼ異r1

1，立青に指摘していることは， アカン語族が，主主わj

a.クマン（Kun耽廿） , ll 4，南部にあたるプヲ JII c 

オ 7 {>!iiの台流地点の付近に定着し、 三山地域

で豊富に産出される黄金とコーラ・十ソヅグ〉交坊

に従事し， 当時， 二ジェ←／レ川の i：流域にし‘たマ

ン戸族（Mande）や下流域に定着していたハウ＋族

(I i川引）などの音II族とのあし、だに通商関係を保って

いたと，，＇う h；である吐5＇乙

その後， アカン語族は， 人口増加にともなっ〈

良地円相対的な不足が起こったこc, あるし、は奇
かれ九円！＇？Jff~に位医して強大な好戦的部族として

社臨Lていたヂンキー弓岐による征服の符威かん

[i"i］避するなど？の必要ーもあって，およそ HiOOiド三ん

アヰシテ族：.A、ante）ど呼ばれて！可、ζ〉郎族〈り歴史， iこはァ氏族やりす、ージパmeagぶなどの血秘的集団

なかんずくラそ内発生~.こ J川、ごはレとだ定訟と ゴどに各j色、隣散してL、ったのである enι＇. 

され乙もゴ〕lt /1 '1されていた L、C この上うに Lて、北J；へ移動したアカン語族の

すなわ士〉司戸ヴィドソンイBasil] lavid,on) ＇パ lrや らfpの寸 ・1 1氏族 （（lyoko ，、Ian）が，ド内ワベ〉

ポ7/<, (Adu Boahen) 'llワlなどによれi仁成ti:, (I >wal,c川、 ベケ 17イ（Bεkwai), ココ 7 (Kokofu九

ガーナ南部の熱帯件i林地域にひ、ん〈分散し｛ごi、る 之スケ（Nsuta）およびアサLテマ〉ゾイAsanlema口

アカン語放 （;¥ hm languaιc spcaki叫 j)('Opltヘ｝小 川という瓦つの都市同家を形成した。三の行 t,,

一部のもの1！＇アιγ ／ノテ f族でふり，その Yカン ア仲ンテァンゾ｛主ポゾムチコイ（Bosomlwi) 1/ilJに

語族土 L＼われる人びとは， 現在のオート・ホルゲ， 近い fマ〉ン J (Amansic）付近に建設されたので

あるいはマ！！共和国やグホ 1ー共和i誌などの地方、 あるが，その後現在のクマシに遷都されたといわ

から‘ 15～1り｜吐紀ころに移動してきたものである れている｛注7」

としているのに対し，メイロヴィ，ヴ（EvaL. H. これらオヨコ氏族によって形成された都市国家

¥Ieyerowitz：注:1 ftヲその芳古学的分析にもと寸 では， i泣初に当該地域へ定着したいわゆる｛創始

ンて，ア千ンテ族は，現在のリビア共和国の一地 家族J(founding family) f汗緑、の中から選ばれた首

方から南FLて定着したものであると J'¥?,I‘、てヤる 長（chiefまたは king）が支配しており， 1i：つの都

のであるc 市｜司家の首長はたがいに兄弟や伯父・甥の関係に

二のように， アカン語族の発生史と，かれらの
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あっ亡， かれらはケマシの首長を中心としてデン
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年一ラ族の脅威に対処することができた（注9〕。

その後， 1697年にオセイ・ツツ（OseiTutu) <lt!OI 

がクマシの三代目首長に就任するとともに， かれ

は， デンキーラ族の脅威に対抗しうる勢力の結集

を明えて，アスメグヤ（A叩 me日ya）やマンボン

1 ¥[arnpon）などの非オマIコ氏族の都市国家を併合

し， 18世紀初頭には，ケマンを中心とする都市国

家の連合が結成されたのである（目11I。そして，オ

セイ・ツツはみずから新しい国家連合（unionof 

巾 tes）の大首長の座に就くとともに，アカン語族

J)信仰する最高神ニャ／ (Nyarnc) I/¥ l2）の司祭であ

るアノキ工（OkomfoAnokyc）の助長のもとに，憲

法の制定，四方面部隊よりなる同家軍（national

armyJの創設，最高裁判所を中心とする裁判制度

の確立，および国家的行事として収穫祭（Odwira)

を制定するなど，精力的に国家の統一と組織化に

努力した（自1310

てのようにして， 強力な国索体制が確立される

とともに， かれらアシヤユティ族の諸勢力はそれ

主でがれらが従属してきた子ントーラ族をうち破

り． /.7マシ地域から東丙南北へのひる交易のルー

トを完全に支配するための軍事行動を起こしたの

である。

すなわち，かれらは 1699年から1701年にかけて

デンキーラ族， およびその従属下にあったワッサ

(¥¥'a臼a），セフウィ（Sefwi), ア十ヴイン（Aowin),

アッシン（Assin）およびツウイブ才（Twifo）など

の諸族を征服し，つづレて， 1722年から1745年に

は， かれらの北部と西部に割拠していたギヤマン

(Gyaman），タキマン（Takyiman），ゴンジャ（Gonja)

あるいはダゴンパ（Dagomba）などの諸部族を征服

してャった。さらにまた， 1742年から1744年にかけ

て，アサンテ族は南部のアキム諸族やアクワム族

をもその支配下におさめてし、ったのである位14）。

第2図 オヨコ氏族による諸部族征服略図

（アサンテ連合形成の過程〉

｛明 CTI}一一部核

クマシ・・ーー一割；市（地名）
1742 ------1正月11年代

官ンバ：n¥.
τ ¥ 

（出所〕 Basil Davidson, A Histo穴ツ of West 

Africa (New York, 1966), p. 243. 

これまでの叙述によって， われわれは，アシャ

ンティ族がどのような歴史的状況の中におb、て台

減してきたのかを知ることができた。

そして，かれちが，奴隷狩り戦争の横行する弱

肉強食の社会において，着々と実力をたくわえ，

ついにはアサンテ連合と呼ばれるほどに巨大な国

家連合を形成することができたのは， まさにその

軍事力の組織化によるところが大であったともい

えるだろう。

？長実，アシャンティ族が， きわめてよく整備さ

れた軍隊組織をもっていたことは，すでにラット

レーやブシア（A.K. Busia) （注15）などによっても

明らかにされているとおりである。

そのような弱肉強食の社会において，奴隷狩り

戦争に勝利をおさめるためには，箪事力を増強し，

強力な軍隊を組識することが必要不可欠の条件で

あったことは，改めていうまでもないことなので
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ある。

それでは， fシャンテ f族社会にお付る強力な

軍事力の組織化lま， どの上うにしてもたらされた

のであろうか。

次節では，との問題を， アシャンティ族の婚姻

HllJ度の側面にカ Aぎって考察する。

(It: 1 ) Basil Davidson, A History of ¥Vest 

Africa (New Yark, 1966), p. 242. 

（法2〕 AduBoahen，“The Rise of th日 Akan，＇’

in The ;'¥fiddle Age of z1f1・ican Hist川：v,ed. by 
Roland 01 i ver (London, 1967), p. 19. 

Cit 3〕 EvaL. R. '.¥1eyerowitz, The Akan of' 

Ghana (London, 1958), p. 19. 

(it4〕 Wーナ共和国アシャンテイチI・!3〕i"rl'il：。
（注5） λduBoahen, p. 21. 

(i't 6）ふiuBoahen, p. 21. 

( /l: 7) W. E. F. Ward, p. 116. 

〔It8) “Royal Family ”とも呼はれる。

Cd: 9) ・＇と仏＇：＇，それら J, /'d ,1・ fι家はおよ品 677 1-: l 、

う規特定dl内1111,;f: I啄を組織！ リーとも L吋川／ゎ（W.

W. Claricl日仏 A History o/ the Gold （山d and 

Ashanti (London, 1964), p. 192) 

(IUO) グヴシの斤長は，初代の7ケン苧：.－ (Oti 

Akenten, 1引の～1660)IJ, p イx 寸ミア（ObiriYe¥的a,

1660～1697), ；，ツ（OseiTutu, 1697～17:l l）ヘ i 継

承き1lた。（＼V.E. F. Ward, p. 115) 

（注11) Adu Boahen, p. 22. 

（注12〕 B.Davidson, p. 244. 

（注目〕 Adu B伺 hen,p. 23. 

（注14〕 AduBoahen, p. 24目

（注目〕 A. K. Busia, The Position of the Chief 

in the Modern Political System of Ashanti (Lon・ 

don, 1958) (Reprint), pp. 13-16. 

m アサンテ連合の形成と婚姻制度

これまでの叙述によって明らがなように、 ゴー

ノレド・コースト社会にアシャンティ族と呼ばれる

部族が台頭し，ついには「アサンテ帝国」とか「ア

サンテ連合」などといわれる強大な部族連合体を
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形成するにいたったのは， まさに奴隷貿易がその

最盛期を迎えんとしとし、た時期であり，諸部族問

での奴隷狩り戦争による混乱のさ中においてであ

った。

それでは，先に述べたような弱肉強食の社会的

混乱山中におし、て， アシャンティ族だけが部族と

しての独立を維持しつつ， つヤにはゴールド・コ

ーストのほとんどすべての部族をその支配下にお

さめることができたのは， なにゆえに可能であ・）

たのだろうか。

それは，確かにラットレー（R.S. Rattray) i注い

などによっても指摘されているように， アシャン

ティ族がきわめてよく組織化された軍隊を有し，

かれらが西アフリ力では最も勇猛な部族であった

ためであると考えることもできるであろう。

しかし，クラリ、yジ（W.W. Claridge) C註2）も述

へているように、 当時のゴールド・コーストにお

いてアシャンティ族だけが擾秀な軍事機構を持

ち，唯一の勇猛な部族であったのではなく， たと

えiま＼ファンティ族（Fanti）もまた，アシャンヂ

{ l族と1,;J様iこよく組織された軍隊を備えており，

きわめて勇敢な部族であった。それにもかかわら

ず，ファンティ族はアシャンティ族によって征服

されたのである。

その理由について，クラリッジはつぎのように

述べている。 「ファンティ族はアシャンティ族の

侵入に対抗するため， 巨大な軍隊をなんども出撃

させ，かれらはきわめて勇敢にアシャンティ族の

箪隊と交戦したけれど， けっきょくのところ，フ

ァンティ族のあいだには部族としての統一性に欠

けてνたため，敗退せざるをえなかった。統性

に欠けた部族の個々人が， たとえL、かに勇敢であ

っても，統一と組織化のすすんだ敵の軍隊に抵抗

することを期待するのは不可能なのである。」（注3)
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それでは， ヴラリャゾも十旨摘しているようなア

〆ヤンティ族の部族としてJ-;統一性法， どのよう

にして形成されてきたのであろうか。

換言するなら， 手ン￥ーラ族によるfiEH震の脅威

からのがれるために， 一度lま氏族などの血綜集団

ゴと；±各地へ分散してい引た7カL語族系氏族の

一部が，オヨゴ氏族を中心としてふたたび結集しラ

ザン干ーヲ族たどへの強力な対抗勢力kなりえた

のはなぜれという竺とである。

わ陀くしはヲその理由のひとつとして‘ 人類学

のいう「外婚制」（exogamy) C注4）をとりあげる。

これまでも， しばしば述べてきたように，アカ

ン語族は17世紀のはじめころ， 氏族などの血縁集

団ごとに各地へ分散していったが，多くのばあい，

それらの氏族は「双子氏族」（twinclan）であって，

下記のような組合せにもとづいて婚姻が行なわれ

ていた（注5¥ 

オヨコ（Oyoko)，：±ダコ（Dako)

アド市アナ（Aduana）士写アテη ：A抑制）

アゴナ（Agona）士写 トア（To;i,:

ア／コレ（λ、okore)＇：：：：：；エクア十， Ekuana) 

ア、ノナ 1Asona）口ドウム（Ilwum

ペレトウオ（Beretuo)＜ミダナ（Tana)

ところが，オヒイ・ツツがオヨコ氏族の首長ーと

なってのち，かれは， そのような双子氏族での内

婚制（endogamy）を禁止し，それに代わって各氏

族問での通婚による「氏族外婚制」（clanexogamy) 

の採用を決定したのである惜6）。

竺の氏族外婚が行なわれるようになった結果，

それまでは氏族どとにそれぞれ地域的にも孤立し

ていた氏族集団が， たがu、に婚姻関係を結ぶこと

によって構成される地域社会を形成していった。

それが，先に述べたドゥワベンやベクワイなどの

都市国家であった川7）。

ところで，人類学によれば，外婚規定とし、われ

るものは， たとえばリネージなどのような単位の

小さな血縁集団ほと厳格に適用されるものであっ

て，氏族，胞族，あるいは半族などになると，と

きiC::.は外婚， 内婚という特別の規定を持たなし、状

態（これを agamyという）も現われる 2日。

さらに， G・ソーンハート（GodfreyL陀nhardt)

は，外婚規制と近親相姦の関係について「近親相

姦を禁止し，内部での結婚が禁止される集団の範

囲と大きさを決めるさまざまな外貴慰見制を設けて

第 1表都市 1弓家の f'c 族構成

【庁蔀計画家
ゴゴ 7 アスメグヤ！ ＜ンポン l ヌスタ

1 Uuwaben I Kokofu I Asumegya I Mampon I N卸値
役誠

首 長（chief)Iオ品。コ川。ムo::t！：、！koコ i背広ti宝二ぷflダDakoコ
右翼古川長h九一iI＂γJ_--1 ←アゴーナ［子－：；－；－－「二 「ん－；；;;r.-
(Ko’ntire hene) I Asona I I Agona I Asona I I 

主喪主F読ま｜問 上 jアよ」eエ i同 上！ tsJy~-r:' IアAionaナ iアAぷnaナ
「瓦：＂i;;i! 1,,1 -~ ! ン l ; -1 ;i2ずI<;:; 1一一子
後衛隊長 l アセユエ l 了ドゥアナ
(Ky1, om hene) I Asenie I Aduana 同 上

アセニエ
Asenie 

（出所〕 R. S. Rattray, Ashanti Law and Constitution (London, 1929), pp. 136, 152, 178, 204, 241, 264. 
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ゆくと，実際は，社会関係を絶やさず拡張してゆ

くことが必要となる」（tl'9）と述べている。

このように，外婚規定は，もともとは近親相姦

の禁止の範囲を決定することから出発したもので

あり，拡大家族とかリネージなどの小規模な血縁

集団に対して厳密に適用されるものであるが， ゴ

ールド・コーストのアンヤンティ族Lおいては，

氏族に対してこの外婚規制がかなり厳格に適用さ

れてきたのである。

それでは， そのような外婚規制が氏族に対して

適用されたことにより、 ア力／語族~の氏族のあ

いだには， どのような状態がII＼現したのであろう

？）、T

そのひとつは，婚姻をiiRじてそれぞれの氏族の

あいだの血縁関係が成立し， それまではたがし、に

陥絶していた氏族を，血縁のきずなによって結合

することができたことである明10）。

！／なわち， この氏族外婚制が？？なわれる以前，

fり／語族系の氏族は それぞれ地域的に孤立状

態にあっただけではなく、 レわゆる双子氏族内婚

を行なうことによって血縁的；::_ t, fJ.ll了／：し，地域集

団と血縁集団とは一体となっていたのである。そ

れが， 氏族外婚制の適用と同時に崩れ，特定の地

域を超える血縁関係が成立した。

そとで，先に見たように（第l表を泰照），アカン

語族系氏族によって形成された都市曲家tこは， そ

れぞれ多数の氏族が血縁関係（婚嬬は次の世代には

血縁関係を成立させる〕にもとぺいと居住していた

のであり，そのため，たとえば，ある都市国家がデ

ンキーラ族の軍隊によって攻撃されるようなばあ

いには， その他の都市国家もデンキーラ族を共通

の敵として認識する状況にあったと考えられる。

ラットレーなどが指摘してし、るように， アシャン

ティ族の各都市国家が， ひとたび戦争状態が発生
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するや帯や，それぞれの軍隊を統合して「闇家軍」

(national army）を組織することができたのは（注11)'

まさに上記の理由によるものであったといえる。

以上，わたくしは，奴隷貿易がその隆盛期を迎

えようとしていた17～18世紀ころのゴールド・コ

ースト社会が， どのような状況に置かれてかたの

かを，主として，諸部族による対立・抗争の側面

にかぎって明らかにした。

ついで，奴隷狩り戦争による混乱のさ中におい

アカン語族系の諸氏族が，しどいにその結束

を同め， ／）し、にはアサンテ帝国とも呼ばれるほど

に強大な部族連合を形成するにし、たった過謹を，

主として， その婚姻制度の側面から考察した。

そこで明らかとなったことは， 当該諸氏族がし、

わゆる氏族外婚制をかなり厳格に適用することに

よって，それ以前は，時としてたがu、に敵対・抗

争することさえあったにもかかわらず， たがいに

阪縁関係を），足立させることができるようになり，

強国な軍事的協力体制にもとづく諸都市国家聞の

連合へと発展していったとU、うことである。

をの連合を「部族」と呼ぶべきか否かについて，

わたくしは， いまだに決断しえないでいる。その

ためには，ノト稿におヤて展開してきた分析作業は，

あまりにも不十分であったといわざるをえないか

らである。今後，わたくしは，婚姻制度とは別の

諸側面から！アフリカにおける部族とは何が」と

L、う問題の解明に取り組まなければならないと思

フっ

（注 1) R. S. Rattray, Ashanti Law and Consti-

tution (London, 1929), pp. 120～126. 
(it 2）明T.W. Claridge, p. 182. 

（注3〕 W.W. Claridge, p. 183. 

（注4〕 アシャンティ族社会にBける外婚前jについ

よブォーテス（M.Fo討es）やラ yiレー（R.s. 
Rattray）な引こよって詳細な指摘がなされてし、る。 M.



Fortes，“Kinship and Marriage among the Ashanti，＇’ 

in Afrt・canSystem of KinshかandMarriage, ed. 

by A. R. Radcli征e-Brownand Daryll Forde (Oxfod 

Univ. Press, 1960), pp. 252～284. 

（注5〕 R.S. Rattray, p. 67. 

（注6〕 R.S. Rattray, p. 67. 

〈注7〕 これらの都市国家のうち，“Asumegya",

“Bekwai”，“Juaben”（または“Duwaben”），“Ko-

kofu”，“Kumawu”，“Mampon”，“Nsuta”について

は，ラァトレーが詳細な説明をしている。（R.S. Ra-

ttray, pp. 131～269) 

(il:8〕 石田英ー郎・寺田和夫• { i JI！栄古車年『人類

学概説』（日本評論新社，昭和33年〕， 214ページ。

〔注9〕 G・リ、ンハート著，士関田義且ll・長島信弘

，：，そ『社会人類学』（官波書店， H自和42年）， 160ベ一二／。

(1主10〕 ジョン・ピアヅティ箸，蒲生正男・村武精

一訳『社会人類学』〈社会思想社，昭和43年）， 162ベ

ー ν。
Ci主11〕 R.S. Rattray, PP-120～126. 
J. B. Webster, A. A. Boahen and H. 0. Idowu, 

The Revolutionary Years West Africa since 1800, 

p.123. 

W. W. Claridge, P-182. 

（調査研究部〉

アジアを見る綬シリーズ（B6変型判・並装ピニ－Jレカパー付j＇川川

低開発関開発理論の系譜

坂本二郎著

190頁／￥ 350 

ラテン・アメリカの開発政策

R・ プレピッシュ著

大原美範訳

202頁／￥ 300 

ガーナ経済の歩み

細見真由著

190頁／￥300

慈動する低開発隠諸国が，政治的，経済的発言の場で第三勢力

としての地歩を着々と築き上げてきた今日，これら諸国の現状

分析と状況の把握の理論的ベースは，いわゆる「南北問題jへ
と変転した。しかし著者は，このような情勢を踏まえたうえで，

あえて原点に立ち返り，ハーシュマン， ミルダーノレ，ヌノレグセ，

ロストー，ティンパーゲン以下内外の80人に及ぶ経済学者の文

献を取り上げ，戦後の低開発問開発理論の再検討を L，理論的
究明を試みる。
本書は， 「南北問題」をより鮮明に浮き彫りにする意味でも，
東要な布石となる好著である。

後進国による犠牲的献身の時代は終わった。しかし自由鏡争の

もとにありながら，市場メカニズムが社会的公正を実現しえな

いのはなぜか。プレピヅシュは，本書において，ラテン・アメ

リカの経済発展を論ずるが，ラテン・アメリカにみられる発展

の阻害要因の多くは，他の低開発国にも共通して存在する。

本書は，いわゆる「プレピッシュ理論Jの神髄を解明し，併せ
て低開発国開発理論を究明する。
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